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た二次電子のうちカウソターにとびこんだものの数を知　　　したがつて亘が角度と共に滅少する上に，板の鷹而丁｝iで
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＝r・の凱zはこの物質の原＝J：fas3・，λ｝よガンマー伽こ対
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ト数を測定し，それが極大になる厚さt、、を求めるQ　　　あるため，Crzの値もそれに応じた幅なも♂鳳拙∴沈flる1

　4）〔9）式にt、、聖を代入して常数Cαの値を定め（3）式　　　し・かしその幅のために各厚さに：krけるタジ’率の値が：六きく

に代入する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変ること砿瓶い）Q（la　＝O・2として（3）：臥11び（｛i）をグジ

　5）（3）と（6）とからf（q1）をxの函数と考え，　eXx　　　フにすると第6図のようになる・

×〆｛ql（x）｝をグラフにした上で（7）の積分を図の上で　　　第6図からxと／との対応がわかるから・したがつてx

求める。　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　とe）・x．〆｛蜘（x）｝との対応も一2　i）かる。それなグラフにす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると第7区1にな為。このtlil線か壱，図の」ゴ酬資分・
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・・m、の，R、とその蛾物圃悪合物か轍継泌ガ　と第7隊1・・1購瀬脇こ2・がジ藤幡A脚’膿

ンマー線を，Phのブロックに開けた細いトソネルな通

して細いグソマー繍趣つくり，これをAIのしやへい

板に慮角に照射してカウソト数を測定した。このガソマ

ー線は甑色でtsいため計算式の中のγの値としては一磁

の平均的な値をあたえざるを衛なかつた。それで吸収係

数の測定値からの推定偵として，γ翻3，を用いること

にした。Alの板の1禦さを順次土曽加させるとカウント数

も増加してゆく，その増加の分諭グラフにすると第5図

のようになる。この繍果からカウソト数の鰻大になる厚

さは大体t旧遍0，14dm附i近になることがわかる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となり，セ〔，より厚い部分は指数餉数的に減少してゆく、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし実際の場合は吸収係数λが小さい値であるため

’　　　　　　穐　　　　　　　　　　　 t＞toでηは殆ど一定値になる。　t．Aの値を確定しにく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのはこのためであるe

Io．，　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　最後にしやへい板の物質の種るいによつて効率の傭が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どう変るかについて一雷する。ガソマー線の吸収を銀わ

・　一争構　　 撫論゜潔禦筆鞭讐讃灘1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶいて

，　　・　　　kT　9，　　・一・・N・・…∫1！｛・1ω｝・・x－…・一・…・…ω’

第6図　　　　　　　　　　　とおいて殆ど差家えないPいま〔3）を
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となる．f｛，、（ζ）図（ζ）は物喪εの種るいに働な映　の・　L－ltがつて蹴角によつて猫ものとすれば顯と
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吻質の種るいに関励僻し、、。したカ・つて＝種る、、　そこま磁めるのも今の場鍋まりラ謙はない・ま膜

の瀕のしやへ噸について，Cカ・等しけれ獣娩効　験棚キと計郷の齢結果からき階すると効蜘’撒値

勒，η・の比は　　　　　　　　　はAI板の」’i4：さが1・4mm附近のと暫・その値は細85
　　　多一N孚撫γ・努耀罐3，（Aこよ膓て：一］：二fd，1）　ぎ3璽諾1鴇冤翠想戴ill騨鶴罠㌻叢㍑

と・7　？）。これから，餓ぱA1板V・ついてη（t）が細）　は円筒型のガソマー線カウンタ…にv’）いて行つたもめ

られれば，A1板とζ辮しく・－g一る燃の仙の物質の　　で，　i’1れわれの場合のように…平灘1ナ・轍乱と嚥件

vl（t！）が，積分計算をすること翫く．1二武から辞算できる　　　が轟為から・散乱される面の範隈から欝つてこのちがい

（ただし（】αの値は爽験的に求めておく必要はある）。　　　は不思議で倣ない。ただわオtわれの謂螺はコムプトソ効

このような比例関係が，平たい叛に限らず任慰の板にっ　　　，Ll・｛一だけを考慮したものであるから，　mネルギーの大ぎい’

いても雷’えるかどうかは次の研究に徳たねばならぬが少　　　揚合・即ち鷺子鮒脅1坐の過程をも考慮せねばならぬ場合

くとも類似の関係は成立つのではないかと考えられる。　　　には当てほ霧らなく翫る・その暢舎の計勢1については次

するとガソ”“・・一線カウソターの側壁の材料の考婚1にも参　　　圓にゆずることにすZo。

考になるものと思われる。
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